
正誤表（2020.09.08）

p.2 式 (1.2)
(誤) ζi

(正) ζi

p.11
式 (2.14)次行「いま，... 」～ 式 (2.15)次行「... 逆変換になっている．」を

以下に変更．

「いま，上式の最大値を達成する ξ を ξ(ξ∗)と書けば，

ψ∗(ξ∗) = ξ · ξ∗ − ψ(ξ) (2.15)

である．この ξ は最大値を達成するから (2.14) の右辺を ξ∗ で微分すれば，

ξ∗ = ∇ψ(ξ) を満たす．ξ∗ と ξ とを結ぶ (2.15) を ξ∗ で微分して ξ = ξ(ξ∗)
に注意して計算すると，

∇ψ∗(ξ∗) = ξ (2.16)

が得られるから，これが ξ∗ から ξ への逆変換になっている．」

（以下式番号ずれる．）

p.17 式 (2.55)右辺とその後の証明

(誤) (θ∗
P − θ∗

Q) · (θQ − θR)
(正) (θP − θQ) · (θ∗

Q − θ∗
R)

その後の証明の中で下記のように置き換える．

θ∗ → θ，θ → θ∗

p.17-19 2.5節,2.6節（本文と図 2.6, 2.7）
双対測地線 → 測地線，　測地線 → 双対測地線，

双対射影　 → 射影　，　射影　 → 双対射影

と読み替える．

p.20 式 (3.4)左辺
(誤) p(x,θ)dµ(x)
(正) p(x,θ)dx

p.21 5行目



(誤) 分散 σ

(正) 分散 σ2

p.21 式 (3.9)

(誤) θ1 = − 1
2σ2

(正) θ1 = µ

σ2

p.21 式 (3.10)

(誤) θ2 = µ2

σ2

(正) θ2 = − 1
2σ2

p.21 式 (3.13)第 1項分母の θ の添字

(誤) θ2

(正) θ2

p.21 式 (3.14)右辺
(誤) δ(x2 − x2

1)
(正) δ(x2 − x2

1)dx

p.34
5行目：“極限をとって”を削除．
(4.41)式の次行：“が得られる．”の後に，以下を 1つの段落として挿入．

“fα(u)に cを任意の定数として c(1 − u)という項を加えても，fダイバー
ジェンスは不変に保たれる．このため，(4.39)式の代わりに

fα(u) = 4
1 − α2

(
1 − u

1+α
2 − 1 + α

2
(1 − u)

)
− α(1 − u)

としておけば，上式は α → ±1の極限で (4.40)式と一致する．”

その次の段落の冒頭を下記のように訂正．

“これをよく見ると，....”→“(4.41)式をよく見ると，....”

p.39 式 (4.80)
(誤) E(p̂i − pi)(p̂j − pj)
(正) E[(p̂i − pi)(p̂j − pj)]
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p.49 4行目
(誤) スカラー関数
(正) 正値スカラー関数

p.69 下から 3行目
(誤) (8.1)において
(正) (8.2)において

p.70 式 (8.6)の次行
(8.5)式を

→ (8.5)式すなわち (6.59)式を

p.73 式 (8.27) 2番目の式の右辺
(誤) ej

(正) ej

p.73 式 (8.31)の３行下
(誤) 一般には，α = ±1の場合を除いて，
(正) Sn でも，α = ±1の場合を除けば，

p.79 式 (9.21)

c ̸= c′

→ if c ̸= c′

p.84 式 (9.52)の中辺
(誤) ui

(正) vi

p.87 1行目
(誤) 購買額
(正) 購入額

p.89 8行目
(誤) 1930年代提出
(正) 1929年に提出
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p.91 式 (10.6)右辺
(誤) p̂(x)
(正) p̂(x)

p.93 式 (10.15)の 2行下
(誤) 漸近的に不変
(正) 漸近的に不偏

p.96 式 (10.33)
(誤)

√
2πσ

(正)
√

2πσ

p.98 式 (10.47)右辺
(誤) gijB

i
αg

j
β

(正) gijB
i
αB

j
β

p.102 下から 6行目
(誤) 受領域
(正) 受容域

p.102 図 10.8 図中
(誤) 受容域 R　棄却域 R

(正) 受容域 R　棄却域 R

p.104 式 (10.83)の次行
(誤) 1次漸近一様最強力検定という．
(正) 漸近一様最強力検定という．これが 1次のオーダーの項で成立する

ならば，1次漸近一様最強力検定である．

p.109 式 (11.9)の次の行
(誤) va

(正) ua

p.113 式 (11.25)の 2行上の行
(誤) ...のもとでの f 期待値が...
(正) ...のもとでの f の期待値が...
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p.121 式 (11.82)

(誤) x̄ =
k∑

i=1
xi, x̄2 =

k∑
i=1

xi
2

(正) x̄ =
m∑

i=1
xi, x̄2 =

m∑
i=1

xi
2

p.122 式 (11.96)の 1行上
h(s)を決めれば

→ h(s)を決めれば，x̄i を i番目の秤での測定値の平均，si を i番目の秤で

の (11.93)式から得られる値として

p.122 式 (11.96)右辺の
∑
の後の分数式

(誤) mx̄i

mh(si)

(正)
∑
h(si)x̄i∑
h(si)

p.123 式 (11.99)の 1行上
「局外スコア v」の v を取る．

p.177 式 (14.22)右辺の和の上限．
(誤) T (正) N

p.177 式 (14.24)右辺を下記のように変更．

l(D, t, µ) = l(D, 0, µ) + l′(D, 0, µ)t+ 1
2
l′′(D, 0, µ)t2

p.177 式 (14.24)の次行文中：l′′ の式を下記のように変更．
l′′(D, 0, µ)/N

p.177 式 (14.25)左辺を下記のように変更．
1√
N
l′(D, 0, µ)

p.177 式 (14.27)の上の文中数式を下記のように変更．
v̂µ=−l′(D, 0, µ)/l′′(D, 0, µ)

p.177 式 (14.27)．
(誤)
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l(D, v̂µ, µ) = l(D, 0) + u(D,µ)2, u(D,µ) =
∑
l′(xi, v̂µ, µ)
√
gvv(µ)

(正)

l(D, v̂µ, µ) = l(D, 0, µ) + 1
2
u(D,µ)2, u(D,µ) = 1√

N

∑
u(xi, µ)√

gvv(µ)|v=0

p.183 式 (14.66)の 1行上．
(誤) ガウス分布 N(0, I)
(正) ガウス分布 N(0, 1)

p.183 式 (14.69)右辺．

(誤) −ηTT ′
⟨∂l(x, y, ζ)

∂ζ

⟩
(正) −ηTTT

⟨∂l(x, y, ξ(ζ))
∂ζ

⟩
（上付の T は転置を表す．）

p.184(14.70)右辺第 2項「(1 − z)」に係る係数．

(誤) 1
2
w

(正) 1
2
r

p.184(14.71)左式右辺．

(誤) wϕ(x, s) + 1
8

(1 − u2)uTJu

(正) rφ(x, s) + 1
8
r(1 − z2)uTJu

p.187 式 (14.84)の 1行上
(誤) DT

(正) DN

p.192 式 15.13)左辺．
(誤) wi(t+ 1)
(正) wi(t+ 1) − wi(t)

p.196 式 15.37)右辺第 1項．
(誤) tr(dWW−1)
(正) −tr(dWW−1)

p.196 式 15.42)右辺．
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(誤) −ε(I − φ(y)y)W
(正) −ε(I − φ(y)yT )W

p.201 式 (15.72)の 4行下．
(誤) ∇φ(θ∗) = 0
(正) ∇ψ(θ∗) = 0

p.203 図 15.8の図中．
(誤) θ′

c

(正) θc′

p.203 図 15.8の図中．
(誤) Πc′θc′ = Πcθc

(正) Π−1
c′ θc′ ⊃ Π−1

c θc

p.203 7行目-14行目．
θ を θc に．

θ′ を θc′ に．

p.204 式 (15.89)
(誤) aの大きさは一定という条件のもとで

a = lim
ε→0

arg max |f(s + εa) − f(s)|

(正) sの大きさは一定という条件のもとで

a = lim
ε→0

arg max
s

|f(θ + εs) − f(θ)|

p.205 式 (15.90)左辺
(誤) ∥a∥p

(正) ∥a∥q
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